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「
人
称
語
葉

特
定
の
個
々
の
人
物
を
指
し
示
す
（
同
の
（
日
）
と
き
に
用
い
る
表
現
の
形

式
を
「
人
称
表
現
形
式
」
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
、
こ
の
人
称
表
現
形
式
の
構
成
に

参
加
す
る
要
素
（
語
）
の
集
合
を
、
こ
こ
で
「
人
称
語
彙
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
。越
中
五
箇
山
と
は
、
奔
幽
山
県
の
西
部
に
位
置
す
る
、
東
砺
波
郡
、
平
・
上

平
・
利
賀
、
三
村
の
通
称
で
あ
る
。
こ
の
地
は
外
界
か
ら
隔
絶
し
た
秘
境
と
し

て
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
地
域
社
会
の
言
語
を
母
語
と
す
る

一
個
人
の
所
有
す
る
人
称
語
彙
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

二
、
記
述
の
方
針

ま
ず
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
本
稿
に
お
い
て
目
ざ
し
て
い
る
も
の

が
、
一
個
人
の
人
称
語
彙
の
総
索
引
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
語
と
語
と
の
組
み
合
わ
せ
の
型
と
、
そ
の
体
系
を
極
め
る
こ
と
で
あ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
以
下
、
こ
こ
で
の
記
述
の
手
順
に
関
し
て
若
干
述
べ
て
お
く
。

Ⅲ
個
人
語
彙

一
地
域
社
会
に
お
い
て
、
そ
の
地
域
一
一
一
一
口
語
の
体
系
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
究
極
的
に
は
、
そ
の
地
域
社
会
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
各

越
中
五
箇
山
方
言
使
用
者
と
し
て
の

一
個
人
の
所
有
す
る
人
称
語
彙

人
の
頭
の
中
に
も
構
築
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
々
人
の
そ

の
所
有
語
葉
の
質
お
よ
び
量
に
は
多
少
の
か
た
よ
り
が
あ
ろ
う
。
特
に
、
人
称

語
彙
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
に
お
い
て
は
、
そ
の
か
た
よ
り
は
か
な
り
の
大
き

さ
て
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
語
彙
の
体
系
を
極
め
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
そ
の
枠
組
み
の
検
討
と
い
う
立
場
か
ら
は
、
と
も
か
く
も
対
象
を
、

個
人
語
彙
（
三
・
一
の
。
こ
の
世
界
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
観
点
か
ら
調
査
者
（
筆
者
）
は
、
そ
の
協
力
者
、
真
田
ふ
み
（
筆
者
の

母
）
の
所
有
語
彙
に
記
述
を
限
定
し
た
。
協
力
者
は
、
五
箇
山
の
一
集
落
（
上

平
村
真
木
）
に
生
ま
れ
（
一
九
二
四
年
）
、
こ
の
地
で
育
ち
、
ま
た
、
壮
年
期

の
大
部
分
を
教
員
と
し
て
こ
の
地
で
過
し
た
人
物
（
た
だ
し
、
現
在
は
富
山
市

に
在
住
、
富
山
市
立
の
中
学
校
の
教
諭
）
で
あ
る
。
な
お
、
調
査
者
自
身
も
一

五
歳
ま
で
を
こ
の
地
で
送
っ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

②
記
述
語
彙
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て

記
述
の
対
象
を
個
人
の
所
有
語
彙
に
限
定
す
る
と
し
て
も
、
考
え
る
べ
き
多

く
の
問
題
が
あ
る
、
ま
ず
そ
の
語
彙
の
中
に
も
、
不
断
の
く
つ
ろ
い
だ
生
活

の
場
で
用
い
る
語
、
改
ま
っ
た
、
い
わ
ば
公
的
な
場
で
用
い
る
語
、
ま
た
、
特

に
改
ま
ら
な
く
と
も
、
話
し
相
手
（
の
出
身
地
な
ど
）
を
配
慮
し
た
と
き
に
用
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い
る
語
、
さ
ら
に
は
、
い
わ
ゆ
る
理
解
語
な
ど
、
種
々
の
レ
ベ
ル
の
も
の
が
腿
在
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
、
共
時
的
な
立
場
に
お
い
て
、
厳
密
に
は
、
分
け
て
考
え
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
現
実
の
言
語
行
動
の
場
に
お
い
て
、
時
に
こ
れ
ら
種
々
の
レ
ベ
ル

の
も
の
が
混
り
合
っ
て
出
現
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
使
用
者
は
、
そ
の

内
省
の
段
階
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
個
々
の
語
に
つ
い
て
の
レ
ベ
ル
認
識
を
も

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
（
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
言
語
使
用
者
が
そ
う
だ
と

は
限
ら
な
い
し
、
そ
の
意
識
の
仕
方
に
つ
い
て
も
程
度
の
差
は
あ
ろ
う
。
）

本
稿
で
は
、
あ
く
ま
で
、
協
力
者
自
身
の
内
省
に
従
い
、
日
常
の
く
つ
ろ
い

だ
場
、
家
庭
生
活
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
表
現
に
考
察
の
範
囲
を
限

定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
、
史
上
の
、
ま
た
は
架
空
の
大
人
物
な
ど
を

指
し
示
す
形
式
に
つ
い
て
は
、
一
応
、
考
察
の
圏
外
に
お
い
た
わ
け
で
あ
る
。

③
調
査
の
場
に
つ
い
て

調
査
の
実
際
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
．

ま
ず
、
調
査
者
（
筆
者
）
と
協
力
者
の
間
に
お
い
て
の
話
題
の
対
象
に
な
る

具
体
的
人
物
（
し
た
が
っ
て
、
協
力
者
に
と
っ
て
の
職
場
で
の
同
僚
や
教
え
子
な

ど
は
除
か
れ
る
。
）
と
い
う
限
定
の
も
と
に
、
協
力
者
か
ら
、
そ
の
連
想
の

お
も
む
く
ま
ま
に
人
称
語
を
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。
一
方
、
調
査
者
は
、
そ
の
記

鍬
の
段
階
で
、
調
査
者
自
身
の
内
省
に
よ
っ
て
、
補
充
、
修
正
す
べ
き
と
考
え

る
も
の
に
つ
い
て
協
力
者
に
質
し
、
そ
の
同
意
の
も
と
に
一
部
を
補
正
し
た
。

な
お
、
こ
の
過
程
は
再
三
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
た
。

調
査
記
述
の
期
間
は
、
昭
和
五
二
年
八
月
中
旬
の
一
週
間
で
あ
る
。

三
、
人
称
表
現
形
式
と
そ
の
構
成

協
力
者
（
以
下
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
呼
ぶ
）
か
ら
得
た
人
称
表
現
形
式

の
域
（
全
体
数
）
は
、
現
時
点
で
は
、
四
○
○
余
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
人
称
語

堆
の
体
系
を
帰
納
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
当
該
四
○
○
余
の
そ
れ
ぞ
れ

の
柵
成
に
つ
い
て
、
ま
た
、
対
象
に
な
っ
た
四
○
○
余
人
の
人
物
に
つ
い
て
、

相
互
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

仙
人
称
表
現
形
式
を
構
成
す
る
要
素
（
語
）
の
種
類
．

ま
ず
、
具
体
的
な
形
式
を
見
よ
う
。
人
称
表
現
形
式
と
は
、
た
と
え
ば
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「

①
引
刎
川
制
②
「
Ⅱ
Ⅱ
引
刻
③
引
刑
引
刈
Ｈ
ノ
Ｈ
Ⅱ
判
州
刊
刻
④
引
引
ノ
判
川

エ
サ
ン
⑤
ア
カ
オ
ノ
ウ
ラ
ノ
カ
ー
チ
ャ
ン
⑥
イ
ナ
ミ
ノ
ゴ
ボ
サ
マ

⑦
ハ
チ
ロ
ー
セ
ン
セ
ー
‐
⑧
カ
ン
ダ
サ
ン

①
は
、
あ
る
個
人
の
名
前
（
人
名
）
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
②
は
、
親
族

名
そ
の
も
の
で
あ
る
。
③
は
、
家
称
語
（
屋
号
）
と
親
族
名
と
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
傍
線
部
分
が
そ
の
構
成
要
素
で
あ
る
（
以
下
も
同
じ
）
。
④
は
、
屋
号
と

人
名
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
⑤
は
、
地
名
（
こ
こ
で
は
集
落
名
）
と
屋
号
と

親
族
名
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
⑥
は
、
地
名
（
町
名
）
と
職
業
名
（
御
坊
様

ｌ
僧
侶
）
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
⑦
は
、
姓
と
職
業
名
（
先
生
ｌ
教
師
）
と

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
⑧
は
、
あ
る
個
人
の
名
字
（
姓
）
に
「
サ
ン
」

が
付
い
た
形
で
あ
る
。

以
上
の
例
で
見
る
通
り
、
こ
れ
ら
人
称
表
現
形
式
は
、
い
く
つ
か
の
要
素
（

語
）
を
組
み
合
わ
せ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
採
集
さ
れ
た
人
称
表
現
形
式
の
構

成
要
素
を
分
析
し
た
結
果
、
次
の
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

親
族
名
人
名
屋
号
姓
職
業
名
地
名

以
下
、
こ
れ
ら
に
属
す
る
個
々
の
要
素
に
つ
い
て
、
順
に
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

親
族
名

オ
ー
ジ
ー
チ
ャ
ン
、
オ
ー
バ
ー
チ
ャ
ン
、
ジ
ー
チ
ャ
ン
、
オ
ジ
ジ
、
ジ
ー
サ
、

ジ
ー
ジ
、
バ
ー
チ
ャ
ン
、
オ
バ
バ
、
バ
バ
サ
、
バ
ー
バ
、
オ
ト
ー
サ
ン
、
ト

ー
チ
ャ
ン
、
ト
ー
サ
ン
、
オ
カ
ー
サ
ン
、
カ
ー
チ
ャ
ン
、
オ
ク
サ
ン
、
オ
バ

チ
ャ
ン
、
オ
ジ
サ
ン
、
ニ
ー
チ
ャ
ン
、
ア
ン
サ
、
，
ア
ニ
キ
、
オ
ッ
サ
、
ネ
ー

チ
ャ
ン
、
ネ
ー
サ
ス
ボ
ー
ヤ

こ
こ
で
の
親
族
名
と
称
す
る
も
の
は
、
個
人
間
の
親
族
的
な
関
係
を
表
わ
す
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も
の
で
は
な
く
、
個
々
人
の
所
属
す
る
「
家
」
の
中
で
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
座
（

切
冨
自
切
）
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
も
、
「
～
家
の
□
」

と
い
う
表
現
で
の
□
内
に
代
入
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

人
名
（
個
人
の
名
前
で
あ
る
。
名
十
サ
ン
な
ど
を
含
む
。
）

ク
ニ
、
ク
ニ
オ
、
タ
ツ
オ
、
ユ
キ
オ
、
タ
ケ
シ
、
オ
サ
ム
、
ヨ
シ
ハ
ル
、
タ

ケ
コ
、
ノ
リ
コ
、
ヒ
ロ
コ
、
ユ
キ
コ
、
ア
キ
コ
、
シ
オ
リ
、
ミ
ツ
ノ
リ
サ
ン
、

ノ
リ
ハ
ル
サ
ン
、
．
Ｉ
イ
チ
カ
ン
、
タ
ダ
オ
サ
ン
タ
カ
ッ
ジ
サ
ン
、
ヨ
シ
ノ

リ
サ
ン
、
イ
サ
オ
サ
ン
、
ノ
ブ
オ
サ
ン
、
セ
ー
キ
サ
ン
、
マ
サ
オ
サ
ン
、
ジ

ッ
オ
サ
ン
、
シ
ョ
ー
ジ
サ
ン
、
ヤ
ス
コ
サ
ン
、
カ
ズ
コ
サ
ン
、
キ
ヌ
ョ
サ
ン
、

ハ
ル
エ
サ
ン
、
エ
ッ
コ
サ
ン
、
ジ
ュ
ン
チ
ャ
ン
、
コ
ー
チ
ャ
ン
、
ミ
サ
オ
チ

ャ
ン
、
キ
ョ
ー
コ
チ
ャ
ン
、
エ
ッ
チ
ャ
ン
、
ユ
キ
チ
ャ
ン
、
ｅ
ｔ
ｃ

屋
号
（
後
掲
の
戸
籍
上
の
姓
と
は
別
の
、
家
称
語
で
あ
る
。
姓
と
屋
号
と

が
同
一
形
式
の
場
合
も
あ
る
が
、
こ
の
地
方
で
は
ど
の
家
も
必
ず
屋
号
を

も
っ
て
い
る
。
）

ヒ
ガ
シ
、
ニ
シ
、
キ
タ
、
キ
タ
ン
ニ
ャ
、
イ
ナ
ミ
、
イ
ナ
ク
ボ
、
ク
ボ
、
タ

キ
、
コ
セ
、
コ
セ
ン
ダ
、
ソ
ラ
、
ヘ
ラ
、
ノ
ー
、
ハ
バ
、
シ
マ
、
タ
ン
、
タ

ン
ボ
、
タ
ナ
カ
、
オ
キ
タ
、
ミ
ス
カ
ミ
、
カ
ミ
ヤ
、
シ
モ
、
ウ
イ
グ
、
シ
ダ
、

エ
１
シ
ダ
、
ヤ
マ
シ
タ
、
サ
カ
シ
タ
、
「
ナ
カ
ヤ
、
ム
カ
イ
、
エ
ム
カ
イ
、
マ

エ
、
オ
モ
テ
、
ウ
ラ
、
ウ
ラ
ナ
イ
チ
、
ア
イ
チ
、
オ
モ
ヤ
、
デ
ー
エ
ヴ
ア
ラ

イ
、
ア
ラ
ヤ
、
シ
ン
ダ
チ
、
ク
ラ
、
ミ
ヤ
ノ
ク
ラ
タ
カ
ド
グ
チ
、
キ
ョ
ズ
カ
、

一
ア
ラ
、
マ
チ
、
コ
ー
ヤ
、
チ
ャ
ヤ
、
コ
ザ
カ
ヤ
、
オ
キ
ヤ
、
オ
ン
タ
ヤ
、
ダ

イ
ク
、
イ
ワ
ゼ
、
タ
ナ
ベ
、
マ
ル
チ
ョ
、
カ
ネ
エ
、
カ
ネ
ザ
キ
、
ア
ダ
チ
、

タ
ケ
マ
ル
、
イ
ッ
チ
ョ
モ
、
ジ
ロ
ベ
、
シ
コ
ク
ロ
、
ハ
チ
ロ
ー
、
ゴ
ロ
、
ゴ

ヘ
、
ロ
ク
ベ
、
ロ
ク
ョ
モ
、
ト
ー
ベ
、
ジ
ュ
ー
ベ
、
ジ
ン
ザ
エ
モ
、
チ
ュ
ー

ベ
、
チ
ョ
ー
ジ
ロ
ー
、
チ
ョ
ス
ケ
、
カ
ン
ニ
ョ
モ

以
上
の
屋
号
は
、
す
べ
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
生
育
地
、
上
平
村
内
の

も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。

姓
（
い
わ
ゆ
る
戸
籍
上
の
姓
で
あ
る
。
姓
十
サ
ン
を
含
む
）

ハ
チ
ロ
ー
、
カ
ワ
ハ
ナ
、
ナ
カ
タ
ニ
モ
ン
グ
チ
、
イ
ワ
セ
、
ミ
ヤ
ザ
キ
、

ト
ビ
タ
、
コ
モ
リ
、
カ
ワ
ダ
、
サ
イ
ト
１
、
サ
ト
ー
、
ノ
ム
ラ
、
イ
シ
ダ
、

シ
バ
タ
、
ミ
ッ
ダ
、
フ
ジ
タ
、
カ
ワ
モ
ト
、
カ
ト
１
、
サ
ド
ー
サ
ン
、
シ
モ

ノ
サ
ン
、
オ
１
タ
ニ
サ
ン
、
ヨ
シ
エ
サ
ン
、
ヒ
サ
ダ
サ
ン
ヘ
タ
ケ
ナ
ミ
サ
ン
、

カ
ン
ダ
サ
ン
、
ｅ
ｔ
ｃ

職
業
名

セ
ン
セ
ー
、
イ
シ
ャ
や
ゴ
ポ
サ
マ
、
カ
ン
ヌ
シ
、
ジ
ュ
ン
サ
、
（
ト
）
ダ
イ

ク
、
ク
ス
リ
ヤ
。
．
、
・

数
は
少
な
い
。
こ
こ
に
掲
げ
う
る
も
の
は
、
「
教
師
」
、
「
医
帥
」
、
厨
恒
伯
」
、

【
神
官
」
、
「
警
一
祭
官
」
、
「
（
戸
〉
大
工
」
、
二
罪
楽
商
」
の
七
種
で
あ
る
。

地
名

カ
ズ
ラ
、
ナ
ル
デ
、
コ
ズ
ラ
、
ア
カ
オ
、
イ
ワ
ノ
、
ア
タ
ラ
ッ
シ
ャ
、
タ
ノ

シ
タ
、
ナ
カ
ダ
、
シ
タ
ジ
マ
、
ウ
ル
シ
タ
、
ス
ガ
ル
マ
、
オ
ゼ
、
ホ
ソ
ジ

マ
、
オ
ハ
ラ
、
カ
イ
ム
ク
ラ
』
カ
ミ
ナ
シ
、
シ
ム
ナ
シ
、
カ
ゴ
ト
、
ソ
ヤ
マ
」

コ
ジ
ラ
カ
ワ
，
ミ
ノ
ガ
ン
、
セ
ン
ブ
ク
、
カ
ナ
ヤ
（
以
上
Ｐ
集
落
名
）

ト
ガ
、
シ
ョ
ー
ガ
ワ
、
イ
ナ
ミ
、
ジ
ョ
ー
ハ
ナ
、
フ
ク
ミ
ッ
、
ト
ナ
ミ
、
タ

カ
オ
カ
、
ト
ヤ
マ
」
カ
ナ
ザ
ワ
、
ワ
ジ
マ
コ
マ
ツ
、
マ
ル
オ
カ
」
ア
ッ
ミ
、

ナ
ゴ
ヤ
、
ギ
フ
、
キ
ョ
ー
ト
、
ナ
ラ
、
オ
ー
サ
カ
、
ト
ー
キ
ョ
（
以
上
、
市

町
村
名
）

地
名
の
う
ち
の
多
く
は
集
落
名
で
あ
る
。
こ
の
集
落
名
に
関
し
て
は
、
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
生
育
地
へ
五
箇
山
郷
へ
特
に
上
平
村
内
の
も
の
が
っ
て
の
大
部

分
を
占
め
る
（
」
の
範
囲
で
示
し
た
も
の
が
上
平
村
の
中
で
の
集
落
、
」
の
範

囲
で
示
し
た
も
の
が
五
箇
山
郷
内
の
集
落
）
。
五
箇
山
郷
以
外
の
も
の
は
少
な
い
。

ま
た
、
市
町
村
名
に
関
し
て
は
、
北
陸
地
方
、
特
に
富
山
県
内
の
も
の
が
多
い

（
』
の
範
囲
で
示
し
た
も
の
が
富
山
県
の
中
で
の
市
鬮
町
村
、
」
の
範
囲
で
示
し

た
も
の
が
北
陸
地
方
域
の
市
町
）
。
北
陸
地
方
以
外
の
も
の
は
七
語
で
あ
る
が
、
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こ
の
う
ち
の
キ
ョ
ー
ト
、
ナ
ラ
、
お
よ
び
オ
ー
サ
カ
、
ト
ー
キ
ョ
は
地
域
単
位

の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
に
は
、
イ
ン
フ
ォ

１
マ
ン
ト
の
生
活
圏
と
い
っ
た
も
の
が
如
実
に
現
わ
れ
て
い
よ
う
。

②
人
称
表
現
形
式
の
構
成
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
分
類

前
述
の
よ
う
に
、
当
該
人
称
表
現
形
式
は
、
上
掲
各
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
種

々
の
語
を
組
み
合
わ
せ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

そ
の
構
成
の
型
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

Ａ
、
親
族
名

Ｂ
、
人
名

ｃ
、
屋
号
十
親
族
名

Ｄ
、
屋
号
十
人
名

Ｅ
、
地
名
十
屋
号
十
親
族
名

Ｆ
、
地
名
十
屋
号
十
人
名

Ｇ
、
地
名
十
親
族
名

Ｈ
、
地
名
十
人
名

－
、
地
名
十
職
業
名

Ｊ
、
地
名
十
姓

Ｋ
、
姓

Ｌ
、
姓
十
職
業
名
，

Ａ
の
型
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
の
は
、
四
人
、
い
ず
れ
も
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン

ト
の
「
家
」
の
人
物
で
あ
る
。
Ｂ
の
型
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
の
は
、
三
人
、

対
象
は
Ａ
と
同
様
で
あ
る
、
ｃ
の
型
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
の
は
、
三
一
人

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
生
育
し
た
真
木
集
落
で
の
人
物
が
大
部
分
を
占
め
る
。

他
集
落
の
場
合
は
、
主
と
し
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
の
親
戚
関
係
に
あ
る

「
家
」
の
人
物
で
あ
る
。
Ｄ
の
型
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
の
は
、
四
二
人
、
対

象
は
Ｃ
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
Ｅ
お
よ
び
Ｆ
の
型
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
の
は
、

二
六
○
人
、
す
べ
て
上
平
村
の
中
で
の
人
物
で
あ
る
。
Ｇ
お
よ
び
Ｈ
の
型
に
お
い

て
表
現
さ
れ
る
の
は
、
二
五
人
、
上
平
村
の
外
で
の
人
物
で
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ン
ト
と
の
親
類
関
係
に
あ
る
者
に
限
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ
の
型
に
お
い
て
表
現
さ

れ
る
の
は
、
一
三
人
、
い
ず
れ
も
、
職
業
上
の
関
係
で
当
該
地
に
在
住
、
ま
た

は
訪
問
す
る
人
物
で
あ
る
。
Ｊ
お
よ
び
Ｋ
の
型
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
の
は
、

二
四
人
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
調
査
者
と
の
間
に
お
い
て
共
通
の
話
題
に
の
ぼ

る
当
該
地
域
外
の
人
物
で
、
主
と
し
て
調
査
者
側
の
友
人
で
あ
る
。
Ｌ
の
型
（

～
セ
ン
セ
ー
と
い
う
形
式
が
大
部
分
）
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
の
は
、
二
二
人
、

対
象
は
、
Ｊ
お
よ
び
Ｋ
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
の
型
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
対
象
は
、
い
ず
れ
も
、
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
と
っ
て
か
心
理
空
間
的
に
近
い
距
離
に
あ
る
人
物
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
特
に
、
親
戚
関
係
の
人
物
な
ど
は
心
理
的
に
ご
く
近
い
存
在

で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
、
社
会
的
（
地
理
的
）
空
間
と
い
っ
た
側
面
か
ら
、

こ
れ
ら
表
現
対
象
を
分
析
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
Ａ
お
よ
び
Ｂ
の
パ
タ
ー
ン
で
表
現
さ
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
家
内
で

の
人
物
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
と
っ
て
最
も
近
い
距
離
に
あ
る
対
象

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
Ｅ
お
よ
び
Ｆ
の
パ
タ
ー
ン
で
表
現
さ
れ
る
の
は
、
村
内
、
す
な
わ

ち
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
と
っ
て
の
、
い
わ
ば
周
辺
社
会
で
の
人
物
で
あ
る
。

一
方
、
Ｇ
以
下
の
パ
タ
ー
ン
で
表
現
さ
れ
る
対
象
は
幟
、
主
と
し
て
村
外
の
人

物
で
、
心
理
的
に
は
と
も
か
く
、
地
理
的
距
離
の
点
か
ら
い
え
ば
、
遠
隔
社
会

で
の
人
物
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
と
っ
て
の
表
現
の
対
象
に
な
る
人
物
は
、

大
略
、
「
家
」
、
「
近
隣
社
会
」
、
「
周
辺
社
会
」
、
「
遠
隔
社
会
」
で
の
そ

れ
ぞ
れ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ォ
１
マ
ン
ト
を
基

準
と
し
た
、
こ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
位
置
関
係
、
お
よ
び
各
社
会
に
属
す

る
人
物
を
表
現
す
る
形
式
の
パ
タ
ー
ン
の
分
布
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
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ＧＨ な
る
。

Ⅳ

■
３
』
。

ＩＪＫＬ

●インフォーマント自身

Ｉ家

Ⅱ近'灘社会

周辺社会Ｉ

Ⅳ遠隔社会

お
わ
り
に

本
稿
に
お
い
て
、
人
称
表
現
形
式
の
要
素
と
し
て
対
象
に
し
た
も
の
は
二
○

○
余
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
所
有

す
る
人
称
語
彙
の
全
体
を
お
お
う
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
完
全
記
述

は
ま
さ
に
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
目
ざ
し
た
も
の
は
、

あ
く
ま
で
、
表
現
形
式
に
シ
ス
テ
ム
を
見
出
す
こ
と
、
つ
ま
り
、
そ
の
枠
組
み

の
把
握
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
《
将
来
、
新
た
な
要

素
が
付
け
加
わ
っ
て
く
る
と
し
て
も
、
以
上
の
枠
組
み
の
中
で
の
量
を
ふ
や
す

だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
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